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人

事

異

動

一
昨
年
十
月
に
支
所
を
出
張
所
に
し
た
が
.
更
に
今
度
出
張
所
の
構
構
を

小
さ
く
し
、
合
併
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
行
政
費
の
節
約
や
闘
る
こ

E
に
な

い1

っ
た
。
こ
の
た
め
五
月
九
日
か
ら
退
職
希
望
者
そ
募
っ

て
い
ま

L
た
が
二
十

八
名
に
達
し
た
の
で
、
五
月
三
十
一
日
附
で
退
職
の
発
令
そ
附
す

E
共
に
、

六
月
一
日
附
で
鹿
内
人
事
の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

出

張

所

の

事

務

付
機
構
は
出
張
所
長
を
陵
止
し
て
、

事
務
職
員
一
名
乃
至
二
名
正
購
業
委
員

会
書
記
一
名
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

伺
納
罰
は
六
月
十
五
日
か
ら
各
地
匝
の
農
協
に
支
金
障
が
設
け
ら
れ
る
こ

E

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
ち
ら
に
お
納
め
下
さ
い
。

伺
山
手
地
匝
を
除
い
て
、
戸
籍
事
務
は
本
腰
の
方
で
取
扱
号
事
に
な
り
ま
し
た
。

O
其
の
他
の
事
務
は
殆
ん
ど
従
来
と
変
り
ま
せ
ん
。

経

費

の

節

約

O
人
員
整
理
と
機
構
の
縮
少
で
大
体
年
間
一五
百
万

l
五
百
五
十
万
同
時

と
な
り
ま
す
。

ヘ
異
動
に
よ
る
謀
、
係
畏
は
左
記
の
通
め
〉
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す
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人
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き
同
意
を
求
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次
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人
権
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推
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.
最
近
交
通
量
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加
し
‘
従
来
の
幅
員
で
は

諸
車
の
通
行
が
閑
難
で
.
当
地

方
の
産
業
経
済
の
向
上
を
租
害

し、

且
つ
叉
火
災
等
の
誕
生
に

は
.
不
便
な
事
は
言
語
に
、
紹

す
る
も
の
が
あ
句
ま
し
た
。
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愛
宕
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相
院

愛
宕
山
実
相
院
は
下
野
方
友

道
小
字
臆
野
道
に
あ
る
虞
言
宗

の
寺
院
で
あ
り
ま
す
。

今
か
ら

一
千
二
百
年
余
り
前
の
大
宝
の

音
.
四
係
大
納
言
佐

伯

有

若

が
、
越
中
の
国
司
と
し
て
、

布

施
の
郷
保
伏
の
館
に
い

た
時
.

嫡
男
佐
伯
有
頼
が

鷹

を
追
っ

て、

芦
併
に
行
き
立
山
を
開
い

た
と
い
う
侍
設
か
ら
、

其
の
附
怖

を
追
っ
た
道
左

い
う
意
味
で、

こ
の
小
字
白
が
つ
け
ら
れ
た
左

言
い
侍
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
院
に
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千
手
晋
菩
薩
、
勝

軍
地
厳
菩
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、
芦
併
か
ら
侍
え

移
さ
れ
た
言
わ
れ
る
「
う
ば
隼
」

=
体
の
仰
像
が
安
置
し
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あ
り
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す
。
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の
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は
.
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築
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事
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三
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干品

h
り

魚
津
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ニ
.大
奇
観
の

一
つ
で

一
明
社
の
祭
礼
そ
利
用
し
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魚
津

あ
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盤
気
桜
れ
云
る
一カ
月
二
十

一
盛
気
楼
ま
つ
り
」
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保
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一二日
本
年
始
め
て
約
三
十
分
に

一
毘
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シ

グ

1

ル
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公
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対

一

山

亘
っ
て
出
現
し
た
が
、

さ
き
に

一
録
害
等
多
彩
な
行
事
や
水
族
館
午
後

一

二
時

市
観
光
協
会
で
は
発
足
記
念
と

一
ス
テ
ー
ジ
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行
い
ま
す
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皆
様
よ
り

し
て
‘

観
光
ま
つ
h
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催
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一
の
お
い
で
号
お
待
ち
し
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い
ま

一

が
今
度
六
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五
日
.
六
日
の
耐

一
す
。

一
強
く
要
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
鹿
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年
三
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着
手
こ
L

に
目
出
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-
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一

魚
津
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計
画
土
地
区
一
阿
整

一
審
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事
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に
関
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権
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一
こ
と
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な
っ
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お
り
ま
ず
か
ら

期
待
し
得
を
も
の
が
あ
り
ま
す
一
る
者
で
同
地
区
内
に
お
い
て
工

一
今
後
該
当
す
る
向
は
事
前
に
士
一
使
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思

一
に
記
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
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却
し
、
叉
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物
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と

っ

て

下
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寺
院
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作
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こ
と
も
守
城
上
大

一
時
代
か
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常
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強
く
、
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を
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増
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す
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と
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・
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。
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話

一
土
地
の
形
質
を
変
更
せ
ん
と
す

一
あ
り
ま
す
。

一

今

は
其
の
跡
さ
え

あ

り

ま

せ

-

一

一

一

-
こ
の
寺
に
は
本
軍
像
以
外
に
彩

一
る
と
き
は
土
地
匝
両
整
理
施
行

一

一
ん
。

一
色
し
た
「
う
ば
寧
」
十
数
拡
が

摘
要
一

l
l
1
1
1
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
一

本
院
に
安
置
の
「
う
ば
愈
」

一
安
置
し
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

一

道
路
鋪
装
地
区
の
水
道
給
水
一
計
九
州
諸
官
制
問
一川市一
一時
間
同
い
枇
日

課

一

工

事

申

込

に

つ

い

て

一

比

一
マ

炉

開

れ
れ
侍

れ

一
な

い

が

あ

る

様

で

あ

り

ま

一

一

℃

一

混
請
が
禁
ぜ
ら
れ
た
た
め
そ
の

一
、
本
院
は
僧
家
は
な
い
が
.
音

一

電
鉄
魚
津
躍
前
の
鉄
道
踏
切

一

鋪
装
後
の
r
J
A

工

事

施
工
一
全
部
が
魚
津
の
山
伏
に
買
い
取

一
泊
ら
信
仰
の
厚
い
方

々
の
寄
進

市
内
一
り
地
元
か
ら
田
方
町
の
逓
信
診

一
は
、
鋪
装
の
取
段
し
及
び
復
旧

一
ら
れ
、
こ
L

に
移
さ
れ
て
お
↓
ニ
一
に
な
る
仰
像
も
多
く
、
援
に
数

義
奴
一
療
所
に
歪
る
区
間
の
豚
遣
が
、
一
の
費
用
を
申
込
者
に
お
い
て
頁
一
も
の
で
あ
る
正
傍
え
ら
れ
仁
川

一
百
鉢
の
彩
色
さ
れ
た
地
廠
倉
な

鵠
一
一
近
〈
鋪
装
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
一
担
し
て
い
た
ど
く
事
に
な
っ

て一

ま
す
。

i

一
ど
の
仰
像
が
安
置
さ
れ
由
緒
の

雨
天
一
て
お
り
ま
す
め
で
・
こ
の
遁
り

一
お
り
ま
す
。

'

一

大
宝
三
年
ハ
七

O
一二〉
問
月
二

一
深
い
寺
院
で
あ
り
ま
す
が
、
近

順
延
一
の
配
水
管
よ
り
水
道
水
の
給
水
一
な
お
文
化
町
通
り
の
鋪
装
計
一

目
立
山
開
山
の
創
始
者
慈
興
上

一
頃
は
参
詣
人
が
至
っ
て
少
く
、

を
希
望
さ
れ
る
向
は
至
急
御
申
一
画
地
区
に
つ
い
て
も
出
来
る
だ
一
人
の
老
母
が
病
死
し
た
の
で
・

一
寂
し
く
な
り
ま
し
た
。

込

下

さ

い

。

け

早

く

御

申

込

下

さ

い

。

一

上
人
は
非
常
に
悲
し
み
、
こ
の

像
を
も
っ
て
母
の
化
身
と
し
、

一
鹿
雲
元
年
ハ
七

O
四
〉
彼
岸
の
中

一
日
に
、
葬
礼
を
営
み
ま
し
た
。

一
こ
の
像
こ
そ
今
日
実
相
院
に
傍

了
え
ら
れ
て
い
る
「
う
ば
寧
」
の

一
三
鉢
で
あ
る

E
言
わ
れ
.
小
野

一
筆
の
作
と
侍
え
ら
れ
て
い
ま

一
す。
一

元
明
天
皇
の
和
銅
七
年
(
七

か
ら
能
州
か
ら
こ

の
地
に
移
住

一
一
四
)
立
山
開
基
の
慈
興
上

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
後

一
に
対
L
・
天
皇
か
ら
今
後
永
却

天
正
九
年
頃
(
一
五
八

一
)
魚
津

一
毎
肢
の
秋
の
彼
岸
の
中
日
に
布

城
主
河
田
豊
前
守
が
こ
の
寺
を

一橋
大
穂
項
を
執
行
す
る
様
と
の

寄
進
し
た
と
い
う
事
で
あ
り
ま

一
御
り
ん
冒
が
あ
り
ま
し
た
。

す
。

一

そ
こ
で
え
ん
隠
堂
か
ら
う
ば

此
の
地
は
市
役
所
に
保
存
さ

一
ど
う
の
聞
に
白
布
三
百
六
十

れ
て
い
る

「
天
明
五
年
相
殴
上

一
反
を
敷
き
.
錦
ら
ん
錦
を
以
て

之
」
左
記
さ
れ
て
あ
る
魚
津
城

一
道
場
を
飾
り
、
一
千
の
借
が
相

の
見
取
図
に
よ
る
正
、
魚
津
城

一
集
り
読
経
の
声
が
全
山
に
響
い

の
一
角
に
あ
っ
て
、
山
手
方
商

一
て
.
全
く
全
山
法
慌
の
境
に
ひ

か
ら
の
攻
醸
の
重
要
な
場
所
で

一
た
る
の
で
し
た
。
上
人
は
即
身

あ
り
、

古
文
書
に

「
こ
の
地
は

一
即
仰
を
観
じ
八
十
有
三
才
で
.

少
し
高
く
.
音
域
あ
る
け
る
時

一
仰
事
法
味
を
怠
る
こ
と
な
く
.

は
.
物
見
と
か
云
既
成
る
よ
し

一
日
に
一
度
は
こ
の
山
に
迎
え
.

古
人
停
え
り
」
と
あ
る
様
に、

一
三
密
加
持
に
よ
っ
て
.
即
時
に

櫓
の
様
な
も
の
を
作
っ
て
、
戦

一
浮
土
を
聞
き
慈
隼
競
法
の
引
導

の
時
の
物
見
の
場
所
と
し
て
、

一
を
現
わ
す
と
、
和
漢
三
才
図
会

(二

七
)

人像曾ばう



(2) 

夫
神
山
遺
跡
を
裳
据

発行日1 昭和30年 6月

場
所
は
天
神
山
麓
大
森
氏
の

畑
地
守
、
幸
い
好
天
に
恵
ま
れ

多
数
の
見
学
者
と
共
に
発
掘
は

映
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
国
積

は
僅
か
三
郎
の
も
の
ご
個
所
で

す
が
、

意
外
た
慎
廠
茸
に
非
常

に
驚
き
ま
L
た
。
主
な
る
出
土

昂
は
、
細
文
式
中
期
の
輩
、
瓶

な
ど

E
思
わ
れ
る
も
の
二
十
数

個
、
石
斧
約
十
個
、
敷
石
ら
し

く
航
ん
だ
疑
問
の
石
十
ご
個
、

其
の
他
凹
石
、
叩
石
、
黒
胴体石

な
ど
で
す
。

特
に
興
味
を
引
い
た
の
は
、

地
下
約
五
十
糠
の
地
樫
か
ら
、

た
て
穴
住
居
の
柱
跡
ら
し
い
穴

が
十
一
も
発
見
さ
れ
た
こ

E
で

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
酒
詰
教

授
は
.
「
焼
土
や
炭
な

E
が
同

幸R虞市津

上

-;zs: 
円

魚
(昭和問9月13日)
第三暦郵便物認可/

皆
さ
ん
「
あ
ゆ
」
の
解
禁
も
泊

り
漁
具
の
手
入
れ
に
余
念
の
な

い
こ

E
L
存
じ
ま
す
e

き
て
、
今
年
土
り
角
川
、
斤
貝

川
各
水
系
に
共
同
漁
業
権
が
莞

許
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
澗
川
で

「
あ
ゆ
」
「
こ
い
」
を
摂
摘
す

る
者
は
奥
東
内
水
面
漁
業
協
同

組
合
.ハ
魚
津
市
田
方
町
北
陸
配

管
内
〉
で
‘
左
記
の
入
漁
料
を

納
入
し
て
、
許
可
を

E
っ
て
採

摘
し
て
下
さ
レ
。

そ
れ
以
外
ハ
庄
川
水
系
を
除

く
)
の
洞
川
で
の
探
捕
者
は、

市
役
所
へ
申
請
曹
を
提
出
す
る

と
E
。
協
同
組
合
で
は
、
角
川

に
二
万
二
千
尾
、
布
施
川
に
四

万
五
千
尾
の
「
あ
ゆ
」
を
政
流

し
て
増
殖
に
務
め
て
い
ま
す
。

記

角
川
(
あ
ゆ
、
こ
い
〉

布
施
川
ハ
あ
ゆ
〉

(第69号)

一
見
を
襖
ら
さ
れ
ま
し
た
。
細
文

一
聞
こ
れ
か
ら
の
天
候
や
稿
作
上

一

一

の
章一
点
に
つ
い
て
伺
レ
た
い

一
式
中
期
の
土
器
と

L
て
は
.
模

一

一

一
答

先

づ

安

候
予
想
は
六
月
:
・

一
様
.
形
、
数
孟
に
於
て
全
国
的

一

一

一

:
・
梅
雨
に
入
る
の
は
上
旬
中

一
に
本
代
表
的
な
も
の
だ
そ
う
で

一

一

一
頃
だ
が
始
め
は
弱
く
、
天
気
は

一
す。

一
比
較
的
よ
く
、
中
旬
始
め
か
ら

一
晩
は
光
学
坊
一
に
於
て
、
天
榊

一
下
旬
始
め
に
か
け
て
本
格
的
な

一山
.
黒
沢
.
桜
峠
な
ど
か
ら
出

一
梅
雨
と
な
る
。
下
旬
に
は
梅
雨

一
た
多
数
の
石
器
.
土
器
を
中
心

一
の
中
休
み

E
な
り
、
一
時
天
気

一
に
し
て
、
酒
詰
教
授
を
闇
ん
で

一
が
よ
く
な
る
見
込
み
。

一座
談
会
が
催
さ
れ
、
非
常
に
有

一
月
平
均
気
慌
は
.
平
年
に
比
ペ

一
て
や
ふ
低
く
、
降
雨
震
は
平
年

一
意
義
で
あ
り
ま
し
た
。

一

一

J

一
な
み
、

日
照
は
少
な

い
予
想
で

一私
謹
は
市
内
に

貴
一

一

ま
一

あ
る
。
七
月
:
:
:
梅
雨
明
け
は

一重
な
哩
磁
文
化
財
を
持
っ
て
、

一

一

し

一平
年
前
で
、
中
旬
の
見
込
み
。

時
に
出
土
す
る
朕
愚
か
ら
亨
九

一
る
こ
と
を
非
常
に

喜

ぶ

と

共

一
梅
雨
明
け
頃
に
は
雨
が
幾
分
間
四

合
せ
て
、

原
始
氏
族
の
住
居
跡

一
に‘

今
後
脈
問翠
に
発
掘
し
た
り

一
ま
り
、
や
a
A

低
温
に
な
る
見
込

ら
し
い
が
.
も
っ
と
広
く
掘
っ
一
傷
つ
け
た
り
し
な
い
よ
う
に
し

一
み
で
す
。

て
み
ね
ば
断
定
は
致
し
か
ね

一
て
頂
き
た
い

E
思
い
ま
す
o

一
次
、
今
後
予
想
さ
れ
る
絹
作
上

る」

E
学
者
ら
し
い
良
心
的
意
一

一
の
問
題
と
し
て

仙
川
.
レ
シ
ゲ
の
分
解

今
年
は
レ
シ
ゲ
の
太
り
が
早
か

っ
た
の
で
、
四
月
早
々

、
反

当
三
百
〆
以
内
に
と
め
て
頂
く

様
早

ス
キ
を
願
っ
た
筈
だ
が
、

一
時
に
ス
キ
起
し
、
刈
h

り
倒
し

も
出
来
な
い
と

E
か
ら
若
干
ノ

ピ
過
ぎ
た
も
の
も
あ
り
ま
し
ょ

う
し
、
一
両
現
在
の
天
候
予
想

で
は
、
昭
和
二
十
入
年

E
類
似

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ヒ
ツ
コ

ミ
熱
、
根
腐
れ
の
心
配
が
多
分

に
あ
り
ま
す
。

側、

木
田
施
肥

「
レ
ン
ゲ
は
余

発掘中の酒詰授敬写長は

々

探
捕
料
規
定

一
、
組
合
員
ハ
正
、
批
)

料
、
て
ん
か
ら
、
き
で
網
、

こ
ろ
こ
ろ
釣
、
た
・
私
網
、

投
網

各
武
百
円

補
助
人
は
、
き
で
網
二
人

以
内
、
て
ん
か
ら
網
一
人

刷
、
竿
釣
(
友
づ
旬
、
宅
鈎
つ

り
、
餌
つ
め
)百
荒
拾
円

二
、
非
組
合
員

的
、
て
ん
か
ら
網
八
百
円

同
補
助
人
(
一
人
)
入
百
円

竿
釣
ハ
友
づ
旬
、
宅
鈎
つ

句
、
餌
つ
め
〉

参
百
円

(ロ)三
、
中
学
校
生
徒

竿
釣
(
宅
鈎
釣
、
餌
釣
に

限

る

〉

五

拾

円

四
.
両
水
系
の
料
金
は
こ
の
二

倍

軌
道
に
乗
っ
た

魚
津
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

市
内
早
月
、
片
貝
両
河
川
流
域

一
な
い
。

の
砂
質
洩
耕
土
地
帯
は
‘
輸
出

一
第
こ
と
し
て
反
当
の
現
金
収
入

球
根
と
し
て
の
チ
ユ
1
p
w
J
プ

-
が
多
い、

等
の
特
畏
が
あ
る
の

の
適
地
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら‘

昭
和
二
十
四
年
、
初
め
て
市
内

に
水
田
製
作
と
し
て
型
入
栽
培

さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
栽
培
鼓

術
の
不
足
と、

原
種
代
に
多
額

の
経
費
を
要
す
る
等
の
た
め
、

落
伍
者
も
出
来
て
.
増
反
も
遅

々
と
し
て
準
ま
な
か
っ
た
が
、

熱
心
な
当
業
者
の
ヤ
努
力
に
よ

り
、
昨
年
か
ら
漸
く
実
を
結
び

始
め
、
今
年
牒
の
輸
出
球
相
闘

場
検
査
で
合
格
し
、
傍
一究
な
産

地
と
し
て
、
折
叡
が
つ
け
ら
れ

た
。
木
年
度
の
作
付
さ
れ
て
レ

た
面
積
は
、
四
反
歩
、
六
月
に

探
蔵
さ
れ
る
球
根
に
お
い
て
約

四
万
球
が
出
荷
せ
ら
れ
る
と

E

L
な
旬
、
今
後
本
絡
的
な
増
反

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

特
に
チ
ユ
1
り
ツ
プ
は
‘
水
田

製
作
で
、
米
の
性
藍
に
去
支
え

ス
キ
込
ん
芳
も
過
窒
素
に
な
っ

て
も
P
-
K
計
を
併
行
し
て
や

れ
ば
防
止
出
来
る
だ
ろ
う
」
と

の
誤
っ
た
考
え
方
が
働
い
て
い

な
い
だ
ろ
う
か
?
レ
シ
ゲ
の
多

施
正
併
せ
て
窒
素
分
の
過
剰
に

よ
る
病
害
、
倒
伏
其
の
他
の
障

害
が
気
づ
か
わ
れ
る
。

ω.
跡
田
用
苗
代
が
イ
そ
チ
の

発
生
源
に
な
る
こ
と
が
多
い。

薬
剤
撒
布
を
忘
れ
ず
や
っ
て
頂

msssぶ
き
た
い
。

川・・川
ω.
病
害

川

吾

員

一

川

虫

の

多
発

川

川

レ

ン

.

ヶ

の

川

恒

国

側

多
量
鋤
込

川

4
4
t

川
み
、
六
月

川

・

・

川

の

天

気

予

川

昌

寺

川

想

主

考
え

川

川

合

せ

て

イ

川

包

一

定

川

そ

チ

発

生

l

i

j

l

 

川

E
Z
川

の

危
険
度

馴
蕊

S
Sミ
蕊
州
が
極
め
て

高
い
。
苗
代
に
多
か
っ
た
ウ
シ

ヵ、

二
化
眼
虫
、
泥
虫
、
葉
潜

蝿
‘
稗
蝿
等
の
発
生
及
び
被
害

が
例
年
に
比
ペ
て
多
い
見
込
み

で
あ
り
、
病
害
虫
の
徹
底
的
防

除
等
は
本
年
稲
作
の
重
点
で
あ

る
。
こ
と
に
七
月
の
低
細
川
に
は
.
一

度
ヒ
ツ
コ
ミ
が
入
っ
た
ら
回
復

の
見
込
は
あ
り
ま
せ
ん
。
其
の

胞
は
最
後
と
按
悟
し
て
田
干
し

に
努
め
て
頂
き
た
レ
。

ま
た
今
後
の
稲
作
対
策
は
、

で
.
今
後
は
優
良
品
蔵
の

導

入
、
栽
培
技
術
の
向
上
、
乾
燥

貯
磁
法
等
の
殴
良
に
よ
旬
、
品

質
の
改
善
を
は
か
旬
、
大
い
に

外
貨
を
獲
得
す
べ
き
で
、
市
内

に
一

一
層
普
及
す
べ
き
も
の
と
考

え
ら
れ
る

1
・
「
ヒ
ツ
ヨ
ミ
」
予
防

早
自
の
中
耕
田
干
即
行
し
.

楠
付
け
二
週
目
で
除
草
器
を
い

れ
.
軒
く
因
子
を
す
る
。
七
日

目
ご
と
に
除
草
黙
田
干
、
手

取
、
田
干
と
や
っ
て
頂
く
。
田

干
し
は
分
襲
抑
制
に
は
な
り
ま

せ
ん
が
.
幼
穂
形
成
期
に
は
干

さ
な
い
と

E
。

2
・
初
期
生
育
の
促
進

今
年
は
一
一
般
に
早
播
き
早
植
え

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
六
月

中
旬
本
格
的
な
梅
雨
到
来
ま
で

に
之
に
耐
え
る
栄
養
の
休
に
生

育
の
促
進
が
必
要
で
す
。
そ
れ

に
は
浅
水
に
し
て
地
温
を
高
め

る
こ
と
や
、

基
肥
に
燐
酸
加
里

は
特
に
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

3
・
病
害
虫
の
発
生
防
除

病
害
虫
の
発
生
予
想
は
次
の
湿

り
で
す
。

@
二
化
眼
虫
の
発
生

一
牝
期
の
発
生
が
く
ず
つ

い
て

い
る
が
其
の
や
ま
は
六
月
九
日

頃
の
見
込
み
。
禦
済
撒
布
は
三

回
位
で
全
匝
域
撒
布
を
終
え
る

椋
願
い
ま
す
。

@
w
/
マ
グ
ロ
ヨ
コ
パ
エ

現
在
発
生
が
多

い。

@
ハ
モ
グ
り
蝿

一
一
般
に
多
目
の
傾
向
。

@
イ
ネ
ガ
ラ
側
、
昨
年
前
。
や

L
多
発
の
傾
向
が
あ
る
。

@
イ
そ
チ
病
早
期
発
見
と
防
除

が
肝
要
。

@
責
牝
萎
縮
病

角
川
ベ
わ
が
肥
沃
地
に
多
い
。

か
か
っ
た
ら
最
後
で
す
か
ら
予

備
苗
で
植
え
か
え
る
と
正
。

(写員は市内三ケ地内に於けるチユ....!Jツプ栽培〉

懸
賞
募
集

『
国
勢
調
査
』
ホ
ス
タ
ー

今
秋
十
月
一
日
に
行
わ
れ
る

「
国
勢
調
査
」
に
全
国
民
の
御

協
力
を
願
う
た
め
、
総
理
府
統
‘

計
局
、
日
本
統
計
協
会
で
は
宣

儒
用
ポ
ス
タ
ー
原
図
を
左
記
に

よ
り
募
集
し
て
い
ま
す
か
ら
、

奮
っ
て
応
募
下
さ
い
。

記

付
応
募
要
領

ω「
国
勢
調
査
」
の
意
味
を

陸

上

海

上

航

空

一
、
応
募
資
格

付
年
令
昭
和
五
年
七
月
二
日
か
ら
昭
和
十
二
年
七
月
一

日
ま
で
に
生
れ
た
心
身
健
全
な
男
子
で
原
則
と

し
て
独
身
者

伺

学

力

新
制
中
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有
す
る
者

伺
身
体
検
査
基
準

ω身
長
:
:
:
一一
台
究
極
以
上

胸
間
:
:
:
身
長
の
二
分
の
一
以
上

体
重
:
:
:
四
八

K
以
上

制
限
鏡
を
か
け
な
い
者
は
両
限
と
も

O
、
六
以
上
の
親
力

眼
鏡
を
か
け
て
い
る
も
の
は
眼
鏡
を
か
け
な
い
で
両
眼

と
ホ

O
‘

一
以
上

海
士
は
眼
鏡
を
か
け
な
い
で
両
限
と

J
h
O、
入
以
上

例
弁
色
力
が
海
士
、

空
士
は
完
全
な
者
、
陸
士
は
お

tAU

ね
完
全
な
者

同
聴
力
が
正
常
な
者

制
体
く
完
全
.
身
体
強
健
.で
偶
染
病
思
、
慢
性
疾
患
、
奇

型
四
肢
関
節
の
異
常
の
な
い
者

伸
、
次
の
事
項
に
該
当
し
な

い
者

ィ、

日
本
国
籍
の
な
い
者

ロ、

禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
者

ハ
、
禁
鋼
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
そ
の
執
行
を
終
る
ま

で
.
叉
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

て
法
令
の
規
定
に
よ
る
懲
戒
菟
職
の
処
分
を
う
け
そ
の

処
分
の
日
か
ら
二
十
五
年
を
経
過
し
な
い
者

ホ
、
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴

力
で
破
寵
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
籍
、
そ
れ
他
の
団

体
を
結
成
し
、
ま
た
は
そ
れ
に
加
入
し
た
者

ニ
、
入
院
第
一
回
入
隊

陸
士

七

月

下
旬

海

士

十

日

上

旬

皆
様
の
御
利
用
を
お
待
ち
し
て

一

室

士

九

月

中

旬

一

第
二
回
入
隊

い
ま
す
最
近
の
新
刊
暫
を
二
、

一

陸
士

十

月

中

旬

海

士

十

月

下

旬

三
御
紹
介
し
ま
し
ょ
う
o

一

空

士

十

月

二二
、
任
用
期
間

・

中
山
義
夫
著

日
本
の
民
踊

(
一

任
用
期
間
が
あ
る
の
は
陸
士
だ
げ
で
、
そ
の
任
用
期
間
は

全
国
の
代
表
良

一

二
年
ま
た
は
三
年
で
す
。
海
上
自
衛
隊
及
び
航
空
自
衛
隊

謡
と
そ
の
踊
り

一

を
志
願
し
た
も
の
で
も
陸
上
自
衛
隊
に
採
用
さ
れ
る
場
合

方
)

一

が
あ
り
ま
ず
か
ら
、

志
願
の
際
は
志
願
票
に
陸
上
自
衛
官

一

に
任
用
さ
れ
た
場
合
の
希
望
す
る
年
数
を

O
で
閤
ん
で
下

ソ
同
盟
糾
学

経
済
学
教
科
書

一

さ
い
。

院
経
済
学

研

ハ

一

t
四
〉

一

な
お

二
年
父
は
三
年
の
任
周
期
間
終
了
後
も
更
に
継
続
任

究
所
著

一

用
を
志
願
で
き
ま
す
。

一
四
、
受
付
期
間
五
月
ニ
日
か
ら
七
月
十
五
日
ま
で

小
川
太
郎
著
子
ど
も
の

予
算

一
五
、
志
願
手
続

生
活
。

一

市
役
所
叉
は
も
よ
り
の

自
衛
隊
か
ら
志
捌
票
二
活
を
受
取

一

り
記
入
の
上
主
円
切
手
を
そ
え
市
役
所
ヘ

提
出
或
は
郵
送

フ
ラ
ン
グ

S

完
全
な
る
女
性

一

し
て
下
さ
い
。

カ
フ
り
オ
著

一六
、
試
験
期
日
及
び
試
験
場

桜
井
省
E
n
著
台
所
。

一

第

一

四

六

月
一

日
よ
り
六
月
入
日
ま
で
(
各
府
鯨
に

一

一
1
=
一
ケ
所
)

小
沼
喜
代
作
著
有
刺
な
ナ
メ

一

第
二
回

-
八
月
一
日
か
ら
入
月
二
十
日
ま
で
ハ
志
願
者

コ
ハ
栽
培
と
か

一

の
朕
況
に
応
じ
受
験
者
の
使
利
な
よ
う
に
設

一

置
の
予
定
〉

ん
づ
め
製
法
)

一一
七
.
採
否
の
決
定

稲
作
増
収
の
基

一

七
月
入
隊
す
る
者
の
採
用
遁
知
は
七
月
中
旬

礎
知
識
。

一

八
月
入
隊
は
入
月
上
旬

一

十
月
入
隊
は
九
月
下
旬
か
ら
十
月
上
旬
ま
で
に
通
知

一そ
の
他

受
験
の
た
め
の
旅
費
は
支
給
し
ま
せ
ん
が
、
採
用

者
に
罰
し
て
は
阪
貿

(
突
白
〉
を
入
隊
後
支
給
し

ま
す
。

向
詳
細
は
市
役
所
市
民
諜
に
御
照
会
下
さ
い
。

自
衛
官
募
集

五
月
十
一
日
か
ら
五
月
二
十
五
日
ま
で

五
月
十
一
日
(
水
〉

第
九
区
選
畢
区
市
強
会
蟻
員

選
畢
の
遺
事
会
開
催

市
選
畢
管
理
委
員
会
開
催

全
十
三
日
ハ
金
)

一両
僑
会
計
横
査
院
調
査
課
副

畏
等
が
市
町
村
会
計
組
織
の

実
態
調
査
の
た
め
来
市

全
十
四
日
(
土
)

市
内
公
民
館
長
会
議
開
催

全
十
六
日
(
月
〉

市
議
会
臨
時
会
開
催

全
十
七
日
(
火
)

表
す
独
創
性
の
あ
る
も
の
o

m規
格
B
3
大
の
画
用
紙
を

用
い
三
色
以
内
正
す
る
こ

と。ω原
図
に
は
「
昭
和
三
十

年
」
「
十
月
一
日
」
「
国
勢

調
査
」
「
総
理
府
統
計
局
」

の
文
字
を
必
ず
記
入
の
こ
を

(
数
字
は
ア
ラ
ピ
ヤ
数
字
で

も
可
〉

同
賞
金

一
等
ハ
一
名
〉
=
一万
円

二
等
(
二
名
〉
一
万
円

三
等
(
一
ご
名
)
五
千
円

伺
〆
切
昭
和
三
十
年
六
月
十
五

日

ハ
当
日
消
印
有
効
〉

制
発
表
昭
和
三
十
年
六
月
末
ま

で
に
応
募
者
に
沼
知
し

ま
す
。

品
開
宛
名
東
京
都
(
牛
込
局
区
内
)
新

宿
区
若
松
町
総
理
府
統
計
局

制
そ
の
他

応
募
原
図
は
遮
却
い
た
し
ま

せ
ん
。

小

原

節

の

歌

詩

募

集

魚
津
観
光
協
会
で
は
、
小
原

節
の
歌
詩
を
左
記
に
よ
り
募

集
し

て
い
ま
す
か
ら
、
奮
っ
て

応
募
下
さ
い
。

記

一
、
小
原
節
の
敢
に
合
う
よ
う

作
詩
す
る
こ
と
。

一
、
歌

詩

は
、
四
季
ハ
春
、

夏
、
秋
、
各
)
の
四
題
と
す

る
こ
と
。

ニ
.
魚
津
の
名
物
叉
は
名
勝
が

織
り
込
ん
で
あ
る
こ
と
。

四
、
締
切
期
日
は
.
六
月
十
日

正
午
ま
で
で
、
水
族
館
内
観

光
協
会
へ
提
出
の
こ
と

五
.
一
、
二
、
三
等
(
各
一

名
)
に
対
し
て
薄
謝
を
呈

L

ま
す
。

六
、
別
に
字
余
り
ハ
四
季
を
含

め
た
〉
作
詩
を
も
募
集
し
、

採
用
の
分
に
薄
謝
を
呈
し
ま

す
。

富
山
市
議
会
正
.
副
議
長
来

市
全
十
九
日
(
木
)

市
社
会
教
育
委
員
会
開
催

企
二
十
日
〔
金
)

北
信
市
畏
会
に
出
席
の
た
め

市
長
高
閲
市
へ
出
張

企
二
十
三
日
(
月
〉

市
鶴
会
水
道
委
員
会
開
催

魚
津
土
木
振
興
会
開
催

全
二
十
五
日
ハ
水
)

市
営
綜
合
グ
ラ
シ
ド
建
設
委

員
会
開
催

。
新
刊
紹
介

馬
場

越
著

豚
下
に
石
器
時
代
の
遁
跡
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
.

出
土
晶
の
数
の
多
い
こ

E
と
、
埠
一厳
面
積
の
広
範
な

こ
と
に
於
て
は
、
天
神
山
に
及
ぶ
も
の
が
あ
り
ま
せ

ん
。
然
る
に
、
科
学
的
な
発
掘
は
.
明
治
四
三
年
の

坪
井
正
五
郎
博
士
以
来
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で、

冨
山
鯨
考
古
学
会
の
多
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
の

で
す
が
‘
と
の
度
機
熱
し
て
立
命
館
大
学
の
酒
詰
教

授
を
指
導
者
と
し
て
、
去
る
二
十
一
日
、
ご
十
二
日

の
両
日
に
わ
た
り
、
精
細
級
密
な
科
学
的
発
銅
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

発
鮎

鮎?
種子
捺^桔ン
i三来
つろ
いク
て

張

房
雄
著

小
鳥
の
巣
引

第

一

期

市

民

税

徴

税

令

書

援

行

穴

月

十

五

日

納

期

六

月

三

十

日

今
度
市
金
庫
が
設
置
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
の

で
.

こ
れ
か
ら
の
税
金
等
は
魚
津
地
区
の
他
は
各

農
協
の
支
金
庫
に
お
納
め
下
さ
い
。

戸
痕
康
二
著

姻
回
善
術
著

川
端
康
成
著

パ
ア
ル
バ
ッ

グ
著

演
劇
人
の
横
顔

夜
の
森
。

み
づ
う
み
@

愛
の
苦
悩
と
放

浪
ハ
上
・
下
〉

臨新
野居

寧 格
著著

区
長
日
記
。

写
虞
ス
ラ
イ
ド

の
作
り

方
。


